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第 76 回（2022 年度）東海地区大学図書館協議会 総会・研究集会の開催について（通知） 
 
 
時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
このたび、第 76 回（2022 年度）本協議会の総会・研究集会の開催については、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため、下記のとおり、メールおよびオンラインにより開催いたしますので、ご

案内申し上げます。例年、総会で行っております永年勤続者表彰は、郵送をもって代えることとし

ます。 
 
なお、今回の総会では当協議会会長館（任期は 2022 年 8 月 22 日総会から 2024 年の総会前まで）

を選出しますので、事前に、会長館の立候補および推薦を受け付けます。立候補または推薦館があ

りましたら、2022 年 7 月 29 日（金）までに下記問合せ先の名古屋大学担当者宛、電子メールにて

ご連絡ください。 
 

記 
 
[ 総会 ] 
  日  程： （メール会議）2022 年 8 月 22 日（月）～8 月 31 日（水）  

議   題： 「総会議事次第」参照 
 
 
[ 研究集会 ]    
  ※オンライン開催 

 
日  程： 2022 年 10 月 27 日（木） 

  テ ー マ： 「2020 年代の大学図書館サービス ～新たな利用者支援の可能性～」 
演題、講師等： 「研究集会次第」参照   

 

 

問合せ先： なるべく電子メールでご連絡ください 

■総会に関すること（会長館への立候補・推薦に関することを含む） 

名古屋大学附属図書館（担当：小嶋、佐藤） 

tokai-ulib@nul.nagoya-u.ac.jp TEL 052-789-3666 FAX 052-789-3693 
 
■研究集会に関すること 

愛知工業大学附属図書館（担当：加藤、枡岡） 

tokaichiku-lib@aitech.ac.jp TEL 0565-48-8121 FAX 0565-48-2908 

 
  
 
 
 



第 76 回（2022 年度）東海地区大学図書館協議会 総会 議事次第 
  
  
日  程： 2022 年 8 月 22 日（月）～8 月 31 日（水） 
 
開催方法： メール会議 

 

議  事： 

 

（協議事項） 1．2021 年度事業報告 

       2．2021 年度決算報告・同監査報告 

       3．2022～2023 年度役員館について 

       4．東海地区大学図書館協議会誌の発行形態（案）について 

       5．会費の改定および改定にかかる会則の一部改正（案）について 

       6．協議会事業および総会にかかる申し合わせ（案）について 

       7．2022 年度事業計画(案)及び予算(案)について 

       8．2023 年度総会当番館、研修会会場館について 
       9．その他 
 

（報告事項） 1．国公私立の各大学図書館の活動状況、当面の課題等について 

       2．その他 

 
 

（永年勤続者表彰） 郵送により、別途執り行う 
 
 
 

 
第 76 回（2022 年度）東海地区大学図書館協議会 研究集会次第 

 
 

テ ー マ： 「2020 年代の大学図書館サービス ～新たな利用者支援の可能性～」 
 
日  時： 2022 年 10 月 27 日（木） 13：30～16：40 
 
開催方法： オンライン 

 
 演  題： 「オープンアクセスの光と闇  ～ハゲタカジャーナルとプレプリント～」 

   

講  師：   花田 謙一 氏（EBSCO Information Services Japan 株式会社 営業部課長代理） 

 

 講演概要：   ハゲタカジャーナルが長年なぜ淘汰されないのか？今回はその背景から根深い理

由、どう対策したら良いのかの具体論まで言及します。またハゲタカ投稿の一番の

理由として「早く出版したい、有益なフィードバックを得たい」という研究者の切

実なニーズがあります。そのニーズに関連する形で昨今注目されているプレプリン

ト（査読前の論文）の現状も併せてお話しします。 

 

 事例報告： ①名古屋大学附属図書館 

情報サービス課課長補佐   直江 千寿子 氏 

          情報サービス課調査学習支援グループ係長   浅見 沙矢香 氏 

        「チャットボット導入体験談 大学図書館における利用者相談の新しい形 

－いつでも、どこからでも－」 

 

       ②名古屋女子大学 

学術情報センター 大学図書館係長  北村 咲 氏 

        「名古屋女子大学図書館における教員へのアプローチ事例（仮）」 

 


